
耕畜連携の取組により利用が進む畜産堆肥

挑戦と努力が報われる農林水産業の実現
安心して暮らしていける魅力ある農山漁村づくり

令和2年3月改訂

第４５回全国育樹祭における植林活動

着実な生産拡大が進むベリーツ（短期集中県域支援品目） 鹿児島全共で優等賞首席を獲得した「さだの５」号

初出品で特A評価を獲得した「なつほのか」

第 ４３ 回全国豊かな海づくり大会へ向けたリレー放流



現状値 目標値

年度 R3
R6

      (R5) ※１

億円/年 H25 2,134 2,260 2,650

億円/年 H25 1,848 1,860 2,259

億円/年 H25 1,276 1,228 1,534

億円/年 H25 574 564 744

億円/年 H25 414 465 550

億円/年 H25 181 245 240

億円/年 H25 386 362 462

億円/年 H25 5 25 23

億円/年 H25 194 282 278

億円/年 H25 106 161 167

億円/年 H25 70 101 89

億円/年 H25 18 20 22

億円/年 H25 92 118 113

億円/年 H25 30 34 36

億円/年 H25 62 84 77

億円/年 H26 15 36 57

％(累計) H30 7.4 84.8 100

人/年 H22～26年度平均 325 469 479

人/年 H22～26年度平均 195 280 289

人/年 H22～26年度平均 73 113 110

人/年 H22～26年度平均 57 76 80

経営体(累計) H26 671 1,074 1,400

事業体(累計) H30 13 21 35

　人　(累計) H26 217 248 257

ha(累計) H26 36,579 40,006 44,100

ha(累計) H26 20,514 24,348 28,000

ha(累計) H26 16,065 15,658 16,100

百万円/年 H26 274 162 140以下

％(単年) H30 71 74 80

※１ 「農林水産業による創出額」については（  ）内の年統計による　　※２ 野菜+果樹+花き+特用作物(茶、葉たばこ等)

※３ 新規需要米等：飼料用米+ＷＣＳ+輸出丸太

付加価値額

目 標 指 標

指標名 単位

農林水産業による創出額

農林水産業産出額

農　業

林　業

水産業

新規需要米等 ※３

うち園芸 ※２

うち畜産

基準値

主伐後の再造林率

農業法人数

中核林業経営体数

認定漁業士数

日本型直接支払協定面積

多面的機能支払

中山間地域等直接支払

有害鳥獣による農林水産業被害額

中核的経営体数

食品加工

木材加工

直 売 所

交付金等

直接支払交付金

米政策交付金

農林水産業への新規就業者数

農　業

林　業

水産業

農林水産物輸出額

豚舎への野生動物の侵入防護柵設置率

アクションプランは、おおいた農林水産業活力創出プラン2015に掲げる施策の具体的
な取組を明示した行動計画として毎年作成しています。生産者や市町村、関係団体な
どと施策内容等を共有し、連携して目標達成を目指します。

凡例
○農林水産業 共通
●農　業
●林　業
●水産業

【施策体系図】

 



Ⅰ 構造改革の更なる加速
１ 農業システム再生に向けた行動宣言の着実な実行と農業の成長産業化
《大分の顔となる園芸品目の生産拡大》

● 短期集中県域支援品目（ねぎ、ピーマン、高糖度かんしょ、ベリーツ）への重点支援

・ねぎ１００億円プロジェクト達成に向けた包括的な支援

・ベリーツのパッケージセンターの整備や、こねぎの調製作業高度化に向けた整備等支援

・ピーマン黄化えそ病（TSWV)やさつまいも基腐病対策の徹底による作付拡大

● 大分青果センターの機能強化による農産物輸送の効率化と広域流通体制の強化

● 企業参入や園芸団地育成に対応できる農地確保の仕組みづくり

・大規模な農地需要に迅速に対応可能な農地中間管理機構の機能強化

・「農地情報の見える化」等による農地の集積・集約化の加速と効率的な農地利用の促進
・農地の集積・集約化と大規模園芸産地づくり向けた農地整備の推進

● 食品企業と連携した加工・業務用向け産地の育成の仕組みづくり

● 果樹など新規参入者向けのスモールスタート支援等を通じた産地育成の推進

《全国トップレベルの肉用牛産地づくりと耕畜連携の促進》

● 全共での日本一奪還に向けた畜産研究部の機能強化と技術課題の解決

● 県拠点施設（ｷｬﾄﾙｽﾃｰｼｮﾝ）を活用した繁殖牛の増頭・品質向上、担い手の確保・育成、農場継承の促進

● 耕畜連携による県域での飼料用米の生産拡大に向けた県域マッチングの仕組みづくり

《スムーズな継承の実現と企業的経営体の育成》
● 産地担い手ビジョンに基づく農業の新たな担い手の確保・育成

● 農業法人協会等多様な主体による販路拡大や県農業・県産品の魅力ＰＲなどの取組推進

● 園芸品目の導入や経営の多角化など集落営農法人の経営力強化に向けた取組への支援

● 経営継承の促進に向け重点対象者へのコーディネーター等による個別相談や継承計画の策定等支援

《農協改革（営農指導強化・流通販売強化）の推進》

● 生産者自らの活動を支えるモデル部会の活動定着と部会外からの学び促進など部会間連携の推進

● 技術に優れた生産者を講師とする生産者の技術向上やWEB簿記利用拡大による営農指導業務効率化

３ 水産業の資源管理の強化と流通改革による成長産業化

● 海外輸出など増加する加工ニーズに対応した養殖ブリの産地加工施設の整備

● カキの水質浄化能力を活用した赤潮対策など災害からの復興に向けた入津湾の環境改善

● 病害低減に向けた医薬品承認拡大やスマート技術開発による養殖ヒラメ生産構造の転換推進

● デジタル技術を活用した漁業実態の「見える化」による資源管理の精度向上

● 高単価で定着性の高いキジハタの本格放流に向けた効果的な放流手法の確立

● コロナ禍からの脱出に向けた販売対策の強化（パートナーシップ認定店による販路拡大）

● 全国豊かな海づくり大会の開催に向けた県内の機運醸成

● 種苗放流、資源管理、環境整備を一体的に行う新たな増殖モデルの構築

２ 循環型林業の確立による林業・木材産業の成長産業化

● 大径材製品の利用拡大に向けた大消費地での営業活動強化や非住宅建築物の木造化・木質化支援

● 高齢林の伐採と再造林の促進に向け意欲ある林業経営者が行う小規模林地集積への支援

● 林業労働災害撲滅に向けた安全作業のリーダー育成や安全な作業機器の導入支援

● 早生樹による再造林拡大に向けたプロモート林の整備や民間採穂園の整備、採穂量の確保

● Ｊ－クレジットへの取組拡大による適切な森林管理の実施

● 原木供給体制の構築による乾しいたけ生産の分業化推進

 



Ⅱ マーケットインの商品づくりの加速

１ 新しい生活様式に対応した流通・販売対策

○ デスティネーションキャンペーンを見据えた県産農林水産物の消費拡大推進

● デスティネーションキャンペーンを見据えた「おおいた和牛」の県内消費拡大と認知度向上

● 大都市圏百貨店と連携した料理教室の開催や新商品開発によるうまみだけの販売促進

も の

２ 新たな需要を獲得する戦略的な海外展開

○ マーケットインの輸出産地づくりと新たな販路の開拓・取引量の拡大

○ 県産農林水産物の取引拡大に向けた現地大型量販店やＪＥＴＲＯ等との連携強化

○ 米国における実需者向けプロモーションの実施や現地量販店での試食販売による需要喚起、販路拡大

● 有機ＪＡＳ認証乾しいたけの欧州向け新規販路開拓

● 中国における輸出サポーター等と連携した養殖ブリ、養殖クロマグロ等県産魚の販路拡大

３ 産地間競争に勝ち抜く生産力の強化

● 特A評価獲得を契機とした水稲高温耐性品種「なつほのか」の作付面積拡大

Ⅲ 産地を牽引する担い手の確保・育成

● 儲かる経営体が新たな担い手を呼び込む就農サイクルの確立

● 産地担い手ビジョンに基づくファーマーズスクールや就農学校等の支援

● 集落営農組織の経営力強化に向けた再編・合併等の支援

● 再造林を担う人材の確保・育成に向けた研修の充実やＩＣＴ機器導入による省力化

Ⅳ 元気で豊かな農山漁村づくり

● 防災重点農業用ため池の計画的な改修・廃止や監視体制強化による適切な保全管理の推進

● 田んぼダムの取組や農業用ダム、ため池の事前放流など流域治水の推進

● るるパークにおける来園者増・満足度向上に向けた取組の実施

● 農地の粗放的管理など合理的な農地管理ルールの確立など地域協同体制の構築

● 河川・渓流沿いや山頂の急傾斜地等の広葉樹林化による災害に強い森林づくり

● 鳥獣被害軽減に向けた狩猟者のわな捕獲の技術力向上とジビエの消費拡大の取組強化

● 親子参加型ｲﾍﾞﾝﾄの開催や森林・林業教育の充実による森林づくり機運の醸成

● 藻場の持つ多面的機能の発揮に向けた整備・保全の推進

● 第４３回全国豊かな海づくり大会の成功に向けた取組の着実な実施

● 不法投棄ゴミの撤去や啓発活動の強化による漁港施設の適正管理推進

４ スマート農林水産業の実現

○ 産学官連携の研究会による本県の地域特性を踏まえた新たなスマート技術の展開

● ねぎ調製機の作業効率向上に向けた画像解析技術等の実装へ向けた改良

● 分娩間隔の短縮や品質の斉一化、事故率低減による子牛の生産拡大や繁殖経営の強化

● 造林作業の省力化や効率的な森林調査が可能となるICT機資材の導入支援

● ＡＩを活用した森林資源情報の精度向上による未整備森林等の整備促進

● スマート技術等省力化技術の開発・導入によるヒラメ養殖の生産性向上

も の

 


